
『
古
今
和
歌
六
帖
」

の

「
寓
葉
連
番
歌
」

一
昨
見

本
一
覧
は
、
『
寓
葉
集
』
の
本
文
、
加
点
史
、
享
受
な
ど
の
研
究
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
「
寓
葉
連
番
歌
」

と
、
そ
の
引
用
元
と
目
さ
れ
る
寓
葉
歌
を
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
寓
葉
連
番
歌
」
と
は
、
上
田
英
夫
に
よ
っ
て
『
六
帖
』
に
お
け
る

高
葉
歌
の
採
取
環
境
を
探
る
た
め
の
基
本
的
な
資
料
と
認
定
さ
れ
た
歌

群
を
さ
す
。
具
体
的
に
は
、
『
寓
葉
集
」
の
排
列
と
同
様
の
順
序
(
な

い
し
は
逆
順
)
で
『
六
帖
』
に
と
ら
れ
て
い
る
寓
葉
歌
の
こ
と
で
あ

る
。
作
者
名
な
ど
も
一
致
す
る
場
合
の
お
お
い
こ
と
か
ら
、
連
番
歌
は

上
田
や
平
井
卓
郎
に
よ
っ
て
『
蔦
葉
集
』
か
ら
直
接
採
取
さ
れ
た
こ
と

が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
「
六
帖
」
所
収
の
高
葉
歌
全
体
に
つ
い
て
は
、
天
暦

古
点
の
残
影
を
つ
た
え
る
も
の
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
伝
謂

歌
を
お
お
く
ふ
く
む
と
の
見
解
も
有
力
で
、
こ
う
い
っ
た
研
究
動
向
を

加
味
す
る
と
、
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
面
も
あ
る
。

明
確
に
し
え
な
い
理
由
と
し
て
は
、
『
六
帖
」
に
中
世
末
期
を
さ
か

の
ぼ
る
写
本
が
っ
た
わ
ら
な
い
こ
と
、
院
政
期
以
前
の
高
棄
加
点
の
実

池

陽

斉

原

態
が
つ
か
み
が
た
い
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る

が
、
も
っ
と
も
お
お
き
な
理
由
は
、
「
六
帖
』
所
収
の
高
葉
歌
が
四
桁

を
か
ぞ
え
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
と
い
、

1
Rに
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
難
点
は
、
迂
遠
で
も
逐
一
の
検
討
を
つ
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。
本
一
覧
は
そ
の
第
一
歩
で

あ
る
。
と
く
に
連
番
歌
に
つ
い
て
は
、
上
田
も
、
上
田
説
を
修
正
し
た

平
井
も
、
番
号
の
み
を
掲
出
し
本
文
を
提
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

連
番
歌
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、
本
一
覧
を
作
成

し
た
。
該
当
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
前
後
の
題
詞
・
左
注
(
寓
葉
歌
)
、
詞

書
・
作
者
名
表
記
・
注
記
(
六
帖
歌
)
に
つ
い
て
も
、
参
考
に
な
る
と

お
も
わ
れ
る
材
料
に
つ
い
て
は
す
べ
て
掲
出
し
た
。

ま
ず
は
上
田
、
平
井
の
認
定
を
参
照
し
、
、
っ
た
番
号
の
み
を
提
示
す

れ
ば
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
な
お
、
後
掲
す
る
一
覧
自
体
は
「
六

帖
』
を
基
準
に
排
列
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
『
寓
葉
集
』
の
順
序
に
よ

っ
て
な
ら
べ
た
。
な
お
、
六
帖
歌
と
宮
内
葉
歌
の
順
序
が
逆
転
す
る
場
合

122 



に
は
、
宝
ハ
帖
」
の
順
序
に
よ
っ
て
逆
順
と
し
、

っ
て
し
め
し
た
。

巻
二
券]一一一
巻
四
巻
六
巻
七
巻
八

巻巻
十九

巻
十

そ
の
旨
を
傍
線
に
よ

一
O
七
、
O
八
二
二
二
、
二
三
(
二
組
四
首
)

二
四
三
、
四
二
ご
組
二
首
)

六
七
O
、
七
一
(
一
組
二
首
)

九
O
八
、
O
九
九
九
三
、
九
四
(
二
組
四
首
)

一
一
八
六
、
八
七
二
二
O
一
、
O
二
(
二
組
四
首
)

斗
困
対
対
ー
オ
到
一
四
七
二
、
七
三

一
五
三
七
、
三
八
一
六
二
四
、
二
五
(
四
組
八
首
)

一
七
一
八
、
一
九
(
一
組
二
首
)

一
八
一
五
、
二
ハ
一
八
二
O
、
二
一

斗
川
剖
』
吋
叶
到
一
八
八
O
|
八
二

一
九
一
二
、
二
一
一
一
九
一
七
、
二
ハ

一
九
八
三
、
八
四
斗
ゴ
川
回
1
叶
ヨ

三
八
八
、
八
九
ゴ
ゴ
寸
到
」
副

二
二
四
八
、
四
九
二
二
五
五
、
五
六
、
五
七

二
二
七
四
、
七
五
二
三
一
O
、
一
一

二
三
二
三
、
二
四
二
三
四
三
、
四
四
(
十
六
組
三
十
四
首
)

二
五
四
六
、
四
七
二
六
三
七
、
三
五
、
三
六

二
七
五
七
、
五
人
二
八
一
二
、
二
二

二
八
一
八
、
一
九
(
五
組
十
一
首
)

巻
十
九

四
二
二
九
、
四
O
四
一
四
八
、
四
九

四
一
九
O
、
九
一
四
一
九
九
、
二
O

四
二
O
四
、
O
五
四
二
七
O
、
七
一

四
四
五
五
、
五
六
(
一
組
二
首
)

六
組
十
二
首
)

巻
二
十

な
お
、
こ
こ
で
は
厳
密
な
連
番
歌
の
み
を
掲
出
し
た
が
、
ほ
か
に
も

『
六
帖
』
の
題
に
あ
わ
せ
て
分
載
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
な
例
や
、
一
番

飛
ば
し
で
採
取
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
例
も
六
十
程
度
あ
り
、
広
義
の
連

番
歌
は
百
四
十
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
数
の
都
合
で
提
示
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
例
も
『
高
葉
集
』
か
ら
直
接
採
取

さ
れ
た
可
能
性
が
た
か
く
、
六
帖
所
収
の
蔦
葉
歌
の
検
証
に
あ
た
っ
て

は
注
目
す
べ
き
一
群
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
一
覧
は
あ
く
ま
で
も
資
料
提
示
を
目
的
と
す
る
の
で
、

具
体
的
な
検
証
は
別
途
お
こ
な
い
た
い
。

q
J
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唱

E
A

主(
l
)
上
田
英
夫
「
古
今
和
歌
六
帖
と
寓
葉
集
訓
点
」
(
『
宮
内
葉
集
訓
黙
の
史
的

研
究
』
塙
書
房
・
一
九
五
八
)

(2)
平
井
卓
郎
「
古
今
和
歌
六
帖
と
万
葉
集
」
(
『
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
』

明
治
書
院
・
一
九
六
四
、
初
出
一
九
五
八
)
。
な
お
、
河
野
頼
人
「
春

雨
に
衣
は
」
か
ら
「
春
雨
の
心
は
」
へ
|
|
『
万
葉
集
』
巻
十
の
一
九

一
七
番
歌
に
み
る
異
伝
発
生
の
あ
る
場
合

1
l」
(
『
万
葉
研
究
史
の
周

辺
』
和
泉
書
院
・
一
九
九
二
、
初
出
一
九
八
九
)
の
よ
う
に
、
連
番
歌



の
直
接
採
取
を
否
定
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
稿
者
は
上
回
ら
の
見
方
を

追
認
す
る
。
具
体
的
な
検
証
に
関
し
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

(3)
前
掲
1
上
回
、
山
田
孝
雄
「
寓
葉
集
と
古
今
六
帖
」
(
『
寓
葉
』
第
三

号
・
一
九
五
二
)
な
ど
。

(4)
大
久
保
正
「
古
今
和
歌
六
帖
の
高
葉
歌
に
つ
い
て
」
(
『
寓
葉
の
伝
統
』

塙
書
房
・
一
九
五
七
、
初
出
同
年
)
0

『
六
帖
』
所
収
の
寓
葉
歌
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
福
田
智
子
「
題
と
本
文
の
間
|
|
『
古
今
和
歌
六

帖
」
諸
本
の
本
文
異
同
と
『
万
葉
集
』
|
|
」
(
『
同
志
社
国
文
学
』
第

七
十
八
号
・
二
O
ご
二
な
ど
、
近
時
も
議
論
は
お
お
い
が
、
い
ま
は

大
筋
を
し
め
す
に
と
ど
め
る
つ

(5)
『
六
帖
』
所
収
の
高
葉
歌
の
認
定
数
に
つ
い
て
は
、
具
廷
鏑
「
古
今
和

歌
六
帖
の
万
葉
歌
|
|
万
葉
集
か
ら
の
直
接
採
取
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」

(
『
文
化
継
承
論
集
』
第
二
巻
・
二
O
O
五
)
が
先
仔
説
を
網
羅
し
て
い

て
便
利
で
あ
る
。

(6)
前
掲
2
平
井

(7)
も
っ
と
も
顕
著
な
例
は
、
「
六
帖
』
第
六
の
三
九
O
六、

O
七
と
四
二

八
九
、
九
O
で
、
こ
の
二
歌
群
は
「
蔦
葉
集
」
巻
六
の
一
四
六
O
i
一

四
六
三
ま
で
を
「
つ
は
な
」
、
「
か
う
か
の
木
」
と
い
う
題
に
よ
っ
て
分

載
し
た
と
目
さ
れ
る
。

(8)
た
と
え
ば
、
『
六
帖
』
第
二
の
八
三
一

1
一
二
三
は
、
『
寓
葉
集
』
の
斗
ゴ
↓

一
一
一
一
一
ー
ー
二
二
三
九
二
二
三
三
の
順
で
排
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
巻

十
一
・
二
七
九
五
1
九
八
が
、
『
六
帖
』
の
題
に
あ
わ
せ
て
分
割
さ
れ

て
い
る
例
な
ど
も
、
連
番
歌
に
順
じ
る
例
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

{
凡
例
}

・
『
寓
葉
集
』
の
本
文
は
『
蔦
葉
集
。
)
l
月
(
)
宮
版
」
に
よ
っ
た
。
題

調
・
左
注
な
ど
に
つ
い
て
は
適
宜
、
句
読
点
等
を
附
し
、
必
要
に
応

じ
て
『
校
本
高
葉
集
』
な
ど
に
徴
し
て
訂
正
を
お
こ
な
っ
た
。

・
『
六
帖
』
の
本
文
は
「
圃
書
寮
叢
刊
」
(
底
本
桂
宮
本
)
に
よ
り
、
図

書
寮
本
と
の
校
合
箇
所
に
つ
い
て
は
掲
出
し
な
か
っ
た
。

・
う
た
番
号
は
、
い
ず
れ
も
新
編
国
歌
大
観
番
号
に
よ
る
。

・
掲
出
に
際
し
て
は
、
連
番
歌
手
」
一
組
と
し
、

A
l
m
の
各
グ
ル
ー
プ

に
分
類
し
た
。
掲
出
に
際
し
て
は
、
六
帖
歌
を
上
段
に
、
そ
れ
と
対

応
す
る
高
葉
歌
を
下
段
に
排
し
た
。

-
六
帖
歌
と
寓
葉
歌
の
対
応
す
る
う
た
に
、
そ
れ
ぞ
れ

1
1
お
ま
で
の

番
号
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
連
番
歌
の
前
後
に
『
寓
葉
集
』
の
排
列
で

近
接
す
る
う
た
、
排
列
と
の
関
係
な
ど
で
注
意
す
べ
き
う
た
が
と
ら

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
も
一
括
し
て
掲
出
し
た
。

・
掲
出
歌
の
直
前
、
直
後
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
題
詞
(
詞
書
)
、
左

注
な
ど
に
つ
い
て
は
、
(
)
に
入
れ
て
し
め
し
た
。
な
お
『
六
帖
』

の
作
者
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
お
よ
ぶ
範
囲
が
不
明
で
あ
る
た
め
、

確
実
な
例
以
外
は
提
示
し
な
か
っ
た
。

・
『
六
帖
』
の
連
番
歌
お
よ
び
参
考
歌
以
外
の
う
た
は
省
略
し
た
。
省

略
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
歌
の
番
号
を
【
】
に
入
れ
て
掲
示
し
、

あ
わ
せ
て
省
略
歌
の
『
六
帖
』
所
収
の
有
無
や
寓
葉
歌
の
番
号
な

ど
、
参
照
す
べ
き
情
報
を
注
記
し
た
。

d
生
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『
六
帖
』
連
番
歌

A

は
る
の
月

-
朝
霞
は
る
ひ
の
く
れ
は

し
か
も
見
ん

2
春
く
れ
は
は
か
く
れ
お
ほ
き

は
な
か
け
に
し
て

3 
君つ
にき
あたみ
へちか
るて月
ら?
ん:た

み
か
月
の

B 4
ふ
り
あ
ふ
き
て

お
も
ほ
ゆ
る
か
も
み
か
月
見
れ
ば

C

(
あ
め
)

5
春
雨
の
心
は
君
も

こ
し
と
や

し
れ
る
ら
ん

こ
の
ま
よ
り

い
さ
よ
ふ
月
を

し冶

つ

ゆ
ふ
っ
く
よ
(第一

お
ぼ
つ
か
な
し
も

二
八
二
、
八
二
一
)

坂
上
ら
、
?
女

ま
ゆ
ね
か
き
け
な
か
く
こ
ひ
し

や
か
も
ち

ひ
と
め
見
し
人
の
ま
ゆ
ひ
き

(
第
一
・
三
五
一
、
五
二
)

な
ぬ
か
し
ふ
ら
は

九
日
伊
〉
ト
晶

6
い
ま
さ
ら
に

な
く
に

わ
か
せ
こ
を

出
て
こ
し
か
も

君
は
な
ゆ
き
そ
春
雨
の
心
を
人
の

【
四
四
六
は
省
略
ト
ー
ム
替
七
・
一

O
九
O】

こ
ひ
て
す
へ
な
み
春
の
雨
の
ふ
り
わ
け
し
ら
て

(
第
一
・
四
四
三

i
四
七
)

ー

)
p
り
支
」
p
り

対
応
菖
葉
歌

-
朝
霞

従
木
間

春
日
之
晩
者

移
歴
月
乎

何
時
可
将
待

2
春
去
者
紀
之
許
能
暮
之
夕
月
夜
欝
束
無
裳
山
陰
か
指
天

三
品
、
春
去
者
木
隠
多
暮
月
夜
(
巻
十
・
一
八
七
六
、
七
五
)

同
坂
上
郎
女
初
月
歌
一
首

3
月
立
而
直
三
日
月
之
眉
根
掻

大
伴
宿
祢
家
持
初
月
歌
一
首

4
振
仰
而
若
月
見
者
一
目
見
之

5
春
雨
か

衣
甚

将
通
哉

6
今
更
君
者
伊
不
往

春
雨
之

吾
背
子
伝

態
而
為
便
莫

集
長
懲
之

君
か
相
有
鴨

人
乃
眉
引
所
念
可
聞

(
巻
六
・
九
九
三
、
九
四
)

-125-

七
日
四
零
者

七
日
不
来
哉

情
乎
人
之

不
知
有
名
園

春
雨
之

零
別
不
知
出
而
来
可
聞

(
巻
十
・
一
九
一
五

1
一
七
)



し
く
れ

玉
た
す
き
か
け
ぬ
時
な
く

れ
つ
、
も
い
か
ん

7
秋
た
か
る
た
ひ
の
そ
ら
に
て

ほ
す
人
な
し
に

8
一
日
に
も
ち
へ
に
し
き
く

時
雨
ふ
り
見
ん

D 

(
く
も
)

9
お
ほ
君
は
ち
と
せ
も
ま
さ
ん

る
日
あ
ら
め
や

E mた
き
の
う
へ
の
み
ふ
ね
の
山
に

も
あ
ら
ぬ
我
身
を

F 

(
つ
ゆ
)

秋
萩
の
さ
け
る
を
か
へ
の

ふ
け
ぬ
と
も

わ
か
こ
ふ
る
時
雨
し
ふ
ら
は
ぬ

{
四
九

O
は
省
略
|
l
非
葛
葉
歌
】

し
く
れ
ふ
り
わ
か
袖
ぬ
れ
ぬ

わは

か;
霧争:
ーーと3イ

い
も
か
あ
た
り
に

・
四
八
九

i
九
二
)

白
雲
一
の

み
ふ
ね
の
山
に

た
ゆ

人
ま
ろ
或
本

ゐ
る
雲
の
つ
ね
に
な
る
へ
く

(
第
一
・
五
一
七
、
一
八
)

タ
霧
に

ぬ
れ
つ
冶
も
ま
せ

よ
は

玉
手
次

不
懸
時
無

五
口
問
惣

此
具
礼
志
零
者

泊
乍
毛
将
行

7
秋
田
苅

客
乃
雇
入
伝

干
人
無

四
具
札
零

我
袖
泊

。。一口
u

千
重
敷
布
我
掛
柳
川
妹
嘗
為
暮
零
所
見

右
一
首
、
柿
本
朝
巨
人
麻
日
之
歌
集
出
。

(
巻
+
・
二
二
三
四

1
三
六
)

春
日
王
奉
レ
和
歌
一
首

9
王
者
千
歳
二
麻
佐
武
白
雲
毛

絶
目
安
良
米
也
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三
船
乃
山
か

弓
削
皇
子
遊
一
吉
野
一
時
御
歌
一
首

m瀧
上
之
三
船
乃
山
余
居
雲
乃
常
将
套
守

或
本
歌
一
首

三
吉
野
之
御
船
乃
山
伝
立
雲
之
常
将
在
跡

右
一
首
、
柿
本
朝
巨
人
麻
日
之
歌
集
出
。
(
巻
三
・
二
四
二

i
四
四
)

和
我
不
A
や
久
伝

我
思
莫
苦
二

秋
芽
子
之

開
散
野
建
之

暮
露
伝
泊
乍
来
益
夜
者
深
去
鞠

【
二
二
五
三
は
省
略
|
上
ハ
帖
に
な
し
】



日
秋
萩
の

こ
ひ
め
や
も う
へ
に
置
た
る

み
イ

ロ
あ
き
の
ほ
を
し
の
に
を
し
な
へ

こ
ひ
っ
、
ぁ
は
す
は

日
露
霜
に
衣
手
ぬ
れ
て

ふ
け
ぬ
と
も

秋
萩
の

か
姿
を

う
へ
に
し
ら
露

G

し
っ
く

り
此
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
つ
く
に

山
の
し
つ
く
に

か
へ
し

日
我
ま
っ
と
君
か
ぬ
れ
け
ん

ま
し
も
の
を

(
か
す
み
)

う
つ
く
し
き

恋
わ
た
る
か
な

回
せ
な
か
て
を
ま
き
も
く
山
を

か
す
み
た
な
ひ
く

H 

い
も
を
お
も
ふ
と

し
ら
露
の

る
イ

い
ち
し
ろ
く
し
も

わ
か

を
く
露
の

消
も
し
な
ま
し

い
ま
た
に
も

い
も
か
り
ゆ
か
ん

よ
は

を
く
こ
と
に
見
つ
冶
そ
し
の
ふ
君

(
第
一
・
五
六
四
i
六
八
)

お
ほ
と
も
の
王
子

い
も
ま
っ
と
わ
れ
た
ち
ぬ
れ
ぬ

わ
う
イ

石
川
女
郎

あ
し
引
の
山
の
し
つ
く
に
な
ら

(
第
一
・
五
八
九
、
九
O)

か
す
み
た
つ

春
日
も
く
れ
に

こ
の
ゆ
ふ
へ

」
の
は
し
の
き
て

ロ
秋
穂
乎

日
露
霜
伝

今
ハ
金
七
妹
許
行
名
夜
者
雄
、
深

【
二
二
五
八
は
省
略
|
|
六
帖
に
な
し
}

上
か
白
露
毎
置
見
管
曽
思
怒
布
君
之
光
儀
呼

(
巻
+
・
二
二
五
二
、
五
五

1
五
七
、
五
九
)

衣
袖
所
泊
而

秋
芽
子
之

大
津
皇
子
贈
一
石
川
郎
女
御
歌
一
首

凶
足
日
木
乃
山
之
四
付
二
妹
待
跡
吾
立
所
出

ヴ
，ヮ“'EA

 

山
之
四
附
二

石
川
郎
女
奉
レ
和
歌
一
首

日
吾
乎
待
跡
君
之
泊
計
武
足
日
木
能

山
之
四
附
二
成
益
物
乎

(
巻
二
・
一

O
七、

O
八
)

左
丹
頬
経

妹
乎
念
登

震
立

春
日
毛
晩
伝

態
度
可
毛

日
子
等
我
手
乎

木
葉
凌
而

巻
向
山
丹

春
去
者

霞
雰
譲



ゅ
う
さ
り
く
れ
は

ゆ

〈

へ

き

イ

露
を
き
か
た
に

げ
か
け
ろ
ふ
の

た
な
ひ
く

こ
の
な
か
に

霞
た
な
ひ
く

日
た
ま
き
は
る
わ
か
や
と
の
う
へ
に

て
も
神
の
ま
に
/
¥

目
見
わ
た
せ
は
か
す
か
の
つ
〉
き
た
っ
か
す
み

き
君
か
姿
か

{
六
二
八
、
ニ
九
は
省
鎗
|
l
二
八
は
非
禽
葉
歌
、
二
九
は
巻
八
・
一
四
三
九
】

こ
ひ
っ
〉
も
け
ふ
は
く
ら
し
っ
か
す
み
た
つ
あ
す
の
春
日
を

い

か

て

く

ら

さ

ん

(

第

一

・

六

二

二

1
三
O
)

里
人
の

つ

け

の

イ

さ
よ
の
よ
ろ
し
き

あ
さ
つ
ま
の
イ

あ
っ
さ
弓

き

し

イ

か
た
や
ま
の
へ
に

た
っ
か
す
み

た
ち
て
も
ゐ

見
ま
く
の
ほ
し

(
ゆ
き
)

却
我
せ
こ
を
け
さ
か
/
¥
と

は

た

ら

イ

も
ほ
と
ろ
に

剖
あ
し
ひ
き
の
山
に
し
ろ
き
は

ふ
り
し
雪
か
も

い
て
見
れ
は

あ
は
雪
ふ
れ
る

わ
か
や
と
に

(第一

き
の
ふ
の
く
れ
に

・
七
四
二
、
四
一
二
)

(
ゆ
き
)

辺
わ
か
せ
こ
か

す
雪
な
ふ
り
そ
ね

お
梅
花
そ
れ
と
も
見
え
す

J 

こ
と
う
つ
く
し
み
い
も
ゆ
け
は
も
ひ
き
も
し
ら

【
一
八
一
七
は
省
略
|
上
ハ
帖
に
な
し
】

ふ
る
雪
の
い
は
し
ろ
そ
む
な

ま
つ 震

口
玉
鯖

子
等
名
丹

日
霊
寸
春

目
見
渡
者

懲
乍
毛

庭

却
吾
背
子
乎

2
足
引

辺
吾
背
子
之

お
梅
花

タ
去
来
者

開
之
宜

吾
山
之
於
か

春
日
之
野
遁

今
日
者
暮
都

且
A
7
々々

山
か
白
者

言
愛
美

其
跡
毛
不
所
見

佐
豆
人
之

弓
月
我
高
荷

霞
葬
穣

朝
妻
之
片
山
木
之
伝
霞
多
奈
引

(
巻
十
・
一
八
一
五
、
一
六
、

立
霞
難
立
雄
座
君
之
随
意

我
屋
戸
か

出
去
者

立
霞

見
巻
之
欲

君
之
容
儀
香

霞
立

明
日
之
春
日
乎
知
何
将
晩

(
巻
十
・
一
九
一
一

j
一
四
)

出
見
者

沫
雪
零
有

庭
毛
保
符
呂
伝

昨
日
暮
零
之
雪
疑
意

(
巻
+
・
二
三
二
一
二
、

全
電
1
l
'
H
H

4
岩
戸
ワ
中
や
か
芦

雪
勿
零

零
雪
之

間
使
遣
者

市
白
兼
名

J¥ 
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四
一
一
去
、



か
ひ
や
く
は

(
か
り
ほ
)

M
秋
は
き
を
か
り
ほ
に
つ
く
り

み
る
よ
し
も
か
な

あ
た
っ
か
ね
の
き
こ
ゆ
る
な
へ
に

と
い
も
に
つ
け
な
ん

K 

(
こ
た
か
)

却
す
、
き
の
に
さ
を
と
る
き
冶
す

む
こ
も
り
つ
ま
は
も

ミ

ネ

イ

A

ハ
ニ
ハ
山
ヲ

幻
あ
し
ひ
き
の
や
ま
を
の
き
冶
す

た
み
れ
ば
か
な
し
も

L M

(
の
へ
)

お
春
の
冶
の
あ
き
ち
か
う
へ
に

わ
す
ら
れ
め
や
は

却
春
か
す
み
た
っ
か
す
か
野
を

い
や
と
し
の
は
に

初
春
の
〉
に
こ
冶
ろ
や
ら
む
と

く
れ
す
も
あ
ら
な
ん

第

い
ほ
り
し
て

-
七
五
七
、
五
八
)

あ
る
ら
ん
君
と

い
ほ
り
し
て
た
ひ
に
あ
り
き

(
第
二
・
一
一
一
一
七
、
二
八
)

い
ち
し
る
く
や
か
も
ち

な
き
し
も
な
か

な
き
と
よ
む
あ
さ
け
の
す
か

(
第
二
・
一
一
八
二
、
八
一
ニ
)

お
も
ふ
と
ち

た
ち
か
へ
り

あ
そ
へ
る
け
ふ
は

わ
れ
は
あ
ひ
み
ん

お
も
ふ
と
ち
ち
き
り
し
け
ふ
は

(
第
二
・
二

O
七
1
0九
)

零
雪
ん
小

間
使
遺
者
其
将
知
奈

(
巻
+
・
二
三
四
三
、
四
四
)

M
A
秋
田
苅

将
見
依
毛
欲
得

借
庫
作

五
百
人
為
而

有
藍
君
叫

お
鶴
鳴
之

所
聞
田
井
か

五
百
入
為
而
吾
客
有
跡
於
妹
告
社

(
巻
十
・
二
二
四
八
、
四
九
)

開
暁
鳴
雑
歌
二
首

部
祖
野
伝
左
乎
騰
流
維
灼
然

母
幻
足
引
之
八
峯
之
雄
鳴
響
朝
関
之
霞
見
者
可
奈
之
母

(
但
此
巻
中
不
レ
偶
作
者
名
字
徒
録
年
月
所
処
緑
起
者
、

皆
大
伴
宿
祢
家
持
裁
作
歌
調
也
)
(
巻
十
九
・
四
一
四
八
、
四
九
)

晴
か
之
毛
将
m犬

己
母
利
豆
麻
可
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お
春
日
野
之

遊
今
日

忘
巨
人
方

浅
茅
之
上
か

今
山
並
ハ

却
春
震

立
春
日
野
乎

f生
還

吾
者
相
見

弥
年
之
黄
土

却
春
野
か

実

来
之
今
日
者
不
晩
毛
荒
梗

(
巻
+
・
一
八
八

0
1八
二
)

意
将
述
跡



N

(
の
へ
)

出
秋
の
、
に
さ
き
た
る
花
を

な
、
く
さ
の
花

泣
萩
の
は
な
お
は
な
な
て
し
こ

さ
か
ほ
の
花

山
の
う
へ
の
を
く
ら

か
き
か
そ
ふ
れ
は

て
を
〉
り
て

を
み
な
へ
し
又
藤
は
か
ま
あ

(
町
田
知
二
・
一
二
二
二
、
二
三
)

O

(
み

ゆ

き

)

左

大

臣

た

ち

は

な

の

あ

そ

む

お
む
く
ら
は
ふ
い
や
し
き
ゃ
と
も
お
ほ
き
み
の
み
ゆ
き
と
し
ら

は
た
ま
し
か
ま
し
を

(
み
ゆ
き
)

M
松
か
け
の
き
よ
き
河
へ
に

よ
き
河
へ
に

右
大
弁
ゃ
っ
か
山

た
ま
し
か
は
君
き
ま
さ
ん
か

(
第
二
・
一
二
二
七
、
二
八
)

P

(
、つ)

お
し
ら
川
の
せ
を
た
つ
ね
つ
〉

ら

ん

イ

こ
〉
ろ
な
く
さ
に

お
う
か
は
た
ち
と
り
さ
む
あ
ゅ
の
し
た
は
た
え
我
に
か
き

あ

は

ず

り

に

お

も

ひ

し

お

も

へ

は

(

第

三

・

一

五

O
七、

O
八
)

わ
か
せ
こ
は

う
か
は
た
〉
せ
め

山
上
臣
憶
良
詠
秋
野
花
歌
二
首

担

秋

野

小

咲

有

花

乎

指

折

可

伎

数

者

七
種
花

其

明
記
芽
之
花

宜
八
二

乎
花
葛
花

塵
麦
之
花

暮襲
八志

又
藤
袴
朝
白
ハ
之
花

一
五
三
七
、
三
八
)

き

(
天
皇
太
后
共
幸
於
大
納
言
藤
原
家
之
日
黄
葉
淳
蘭
一
株
抜
取

令
レ
持
一
丙
侍
佐
々
貴
山
君
遣
司
-
一
賜
大
納
言
藤
原
卿
井
陪
従
大

夫
等
御
歌
一
首
)

お
牟
具
良
波
布
伊
也
之
伎
屋
戸
母
大
皇
之
座
牟
等
知
者
玉
之

可
麻
思
乎右
一
首
、
左
大
臣
橘
卿
。

担
松
影
乃
清
漬
遺
伝
玉
敷
者
君
伎
麻
佐
牟
可
清
漬
謹
か

右
一
首
、
右
大
排
藤
原
八
束
朝
臣
。
(
巻
十
九
・
四
二
七

O
、
七
一
)
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36 35 
之麟具叔
念河左羅
婆立か河

皆笹
大 ~t
伴巻
千百中
賞、不

等福
裁作
作者
整名
二削 ~ E十
)徒

録

年
月
所
処
緑
起

者

端
乎
尋
都
追

和
我
勢
故
波

{
子
可
波
多
々
佐
祢

情
奈

取
左
牟
安
由
能

之
我
波
多
波

片、
v ，山、

五
昼
寸
介
小
可
伎
元
気



Q

(

か
は
す
)

訂
せ
を
は
や
み

朝
夕
こ
と
に

お
草
枕
た
び
に
物
お
も
ふ

か
は
つ
か
も

秋
風
に
か
は
つ
つ
ま
よ
ふ

ま

ち

く

ら

せ

f

ま
く
ら
せ
ん
と
か

ち
f

を
き
た
ち
つ
ら
し

R

(
た
き
)

却
と
し
こ
と
に
か
く
も
み
で
し
か

の
滝
の
し
ら
な
み

却
や
ま
た
か
み
し
ら
ゆ
ふ
は
な
に

は
見
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

42 41 
いあほあ
そひせひ
をきときあ
すかすま
みるはる
にか
こあすあ
しま ま
我と お
を?、やと
み?め
らこ
んか

S 

の
イ

し
ら
な
み
に

か
は
っ
鳴
也

我
き
く
に
ゆ
ふ
か
た
か
け
て

三
六
O
二
省
略
|
|
非
葛
葉
歌
】

ゆ
ふ
さ
れ
は
こ
ろ
も
て
さ
む
し

(
第
三
・
一
六

oolo--一) な
く

か
さ
の
か
な
む
ら

み
よ
し
野
の

き
よ
き
か
、
っ
ち

お
ち
た
き
っ
た
き
の
か
ふ
ち

(
第
三
・
一
七
O
九
、
一

O
)

袖
と
ほ
り

ぬ
れ
に
し
こ
ろ
も

あ
き
の
う
ら
の
き
よ
き
あ
ら

(
第
一
一
了
一
七
六
六
、
六
七
)

(
養
老
七
年
発
亥
夏
五
月
幸
子
芳
野
離
宮
時
笠
朝
臣
金
村
作
歌

一
首
井
短
歌
)

却
毎
年
如
是
裳
見
壮
鹿

幻
瀬
呼
達
見

落
書
知
足

お
草
枕

客
午
物
念

吾
聞
者

上
瀬
か

河
津
妻
呼

羽
山
高
一

白
木
綿
花

引
朝
入
為
流

海
未
通
女
等
之

位
綱
引
為

海
子
哉
見

(
巻
+
九
・
四
一
九
O
、
九
ご

内
口
浪
か

河
津
鳴
奈
里

朝
夕
毎

タ
片
設
而

鳴
川
津
可
聞

暮
去
者

衣
手
宮
本
三
妻
将
枕
跡
香

(
巻
+
・
二
二
ハ
三
j
六
五
)

三
吉
野
乃

唱

E
A

q
台
リ

噌

E
ム

清
河
内
之

多
妻
津
白
浪

落
多
義
追

瀧
之
河
内
者
難
見
不
飽
香
聞

(
巻
六
・
九
O
八、

O
九
)

袖
通

泊
西
衣

難
干
跡
不
乾

飽
浦

清
荒
磯
見
来
吾

(
巻
七
・

一
八
六

八
七
)



44 43 
まてつあ
りるきし ( 
し月に冶あふ
らをけとFるね
する-j'e本)
もく哉?一
も-~ま
な 言あ
か ノーし
く 与と
し ほて
そイ

T 

(
ゆ
め
)

羽
わ
き
も
こ
に
こ
ひ
て
す
へ
な
し

は
ゆ
め
に
見
え
き
や

必
わ
き
も
こ
か
そ
て
か
へ
す
よ
の

に
あ
ふ
こ
と
あ
り
き

U V

(
さ
う
の
思
)

訂
お
も
は
す
に
い
た
ら
は
い
も
か

ト

モ
の
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

必
か
く
は
か
り
こ
ひ
ん
も
の
と
し

を
ま
か
ぬ
よ
も
あ
り
き

49 W 
ふお
せき(
るっか
なな

キいキみし
ミもミ ひ
寸いよ)
モなモる

あ
ら
し、

そ
を

た
か
ふ
ち
の
わ
う
し

た
か
し
ま
の

あ

イ

ま

イ

ふ
し
を
の
み
ち
に

し
ま
か
け
に
我
舟
ょ
せ
ん

(
第
三
・
-
八

O
九
、
一

O
)

よ
み
人
し
ら
す

し
ろ
た
へ
の

あ
る
本

そ
て
か
は
し
く

第 2
固な
ら
二し。
三ま
J¥ こ
と
-ヤ

九一宮
み

う
れ
し
み
と

ゑ
ま
ん
ま
ひ
き

お
も
は
れ
は
い
も
か
た
も
と

(
第
四
・
二
一
六
二
、
六
=
一
)

し
き
た
へ
の

人
丸
枕
に
ま
き
て

(
讃
岐
狭
本
嶋
視
石
中
死
人
一
柿
本
朝
臣
人
麻
日
作
歌
一
首

短
歌
)

的
奥
波
来
依
荒
磁
乎

と

高
市
歌
一
首

必
足
利
息
代
漉
行
舟
薄

春
日
蔵
歌
一
首

叫
照
月
遠
雲
莫
隠
嶋
陰
伝

品
吾
妹
見
か

壁
間
為
便
無
一

必
吾
背
子
之

袖
反
夜
之

門
別
不
念
丹

到
者
妹
之

8
日ヨ
E
t
l

A
f冒
'
E
事昔話一ロ

将
態
物
衣
常

高
嶋
之

足
速
之
水
門
伝

極
か
監
鴨

吾
船
将
極
留
不
知
毛

(
巻
九
・
一
七
-
八
、

九

白
細
布
之

袖
反
之
者

夢
所
見
也

夢
有
之

円

Lqa 

唱

E
A

真
毛
君
か
如
相
有

(
巻
十
一
・
二
八
一
て
、

一) 

歓

跡、

咲
牟
眉
曳

所
思
鴨

不
念
者

妹
之
手
本
乎
不
纏
夜
裳
有
寸

(
巻
十
一
・
二
五
四
六
、
四
七
)弁

色
妙
乃

枕
等
巻
而

奈
世
流
君
香
聞



閃
か
み
山
の
い
は
ね
し
ま
け
る

ま
ち
つ
〉
を
ら
ん

タわ

第ヲ2
四か
も

四し
四ら
六す
て
固い
七も
ーか

51 X 
君き
をニり ( 
こくせ
ふすん
ると

に手奇
いゆ)

もか
ねの
かう
;Q '̂ 
ぬに
?に
鳴
っ

あ
ゃ
な

お
き
ゐ
っ
、

52 
たたし
め・の
とYす
める‘
の3き
見

み?ほ
し:に
ひ申い
と正て
ゆぬ
へ君?
にを:

わ

われ
れは
は?す:
るな
も

第
四

五

四かか
けけ
ろろ
ふ.;
のの
五

Y

(
人
し
れ
ぬ
)

日
ひ
と
し
れ
す
こ
ひ
は
し
ぬ
と
も

し
あ
き
か
ほ
の
花

日
こ
と
に
い
て
温
い
は

tゅ
、
し
み
あ
さ
か
ほ
の
ほ
に
は
さ
き

て

冶

こ

ひ

を

す

る

か

な

(

第

五

・

二

六

六

九

、

七

O
)

(
人
を
よ
ふ
)

日
っ
き
よ
み
の
ひ
か
り
に
き
ま
せ

と
ほ
か
ら
な
く
に

日
月
よ
み
の
ひ
か
り
は
き
ょ
く

た
へ
ぬ
お
も
ひ
に

Z 

い
ち
し
ろ
く

い
ろ
に
は
い
て

あ
し
ひ
き
の

山
か
き
な
り
て

て
ら
せ
と
も
こ
〉
ろ
そ
ま
と
ふ

(
第
五
・
二
八
四

O
、
四
二

柿
本
朝
巨
人
麻
日
在
一
石
見
園
一
臨
レ
死
時
自
傷
作
歌
一
首

印
鴨
山
之
磐
根
之
巻
有
吾
乎
鴨
不
知
等
妹
之
待
乍
将
有

(
巻
二
・
二
二
二

1
二
三
)

日
燃
蜂
之

伝

鳴
乍
本
名

宿
不
勝

起
居
管

吾
床
隔
が

君
か
懲
伝

臼
皮
為
酢
寸

人
故
伝

態

乎

吾

為

玉

鯖

直

一

目

耳

視

之

(
巻
十
・
壬
三

O
、

ご

穂
庭
開
不
出

53 
展
縛

qa 
qa 

唱

E
A

懲
者
死
友

灼
扶

色
庭
不
出

朝
容
良
之
花

日
言
出
而

五
者
忌
染

朝
員
乃

穂
庭
開
不
出
態
為
鴨

(
巻
+
・
二
二
七
回
、
七
五

湯
原
王
歌
一
首

日
月
讃
之
光
二
来
益
足
疾
乃
山
寸
隔
而

和
歌
一
首
不
レ
審
二
作
者
一
。

日

月

讃

之

光

者

清

難

照

有

或

情

不
遠
園

不
堪
念
(
巻
四
・
六
七

O
、
七
二



a

(
た
ま
か
つ
ら
)

訂
わ
か
は
か
の
わ
さ
た
の
ほ
た
ち

せ
し
の
は
せ
わ
か
せ

日
わ
き
も
こ
か
は
か
と
つ
く
れ
る

み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

ら

(
た
ま
)

日
わ
た
つ
み
の
て
に
ま
き
も
た
る

か
っ
き
つ
る
哉

b 印
わ
た
っ
う
み
の

か
っ
き
す
る
あ
ま

も
た
る
し
ら
玉

本
山
主
、

(
た
ち
)

日
う
ち
な
け
き
は
な
を
そ
ひ
つ
る

か
お
も
ひ
く
ら
し
も

臼
つ
る
き
た
ち
身
に
な
そ
、
ふ
る

は
し
の
ひ
か
ね
つ
も

臼
つ
る
き
た
ち
も
ろ
は
の
う
へ
に

ん
こ
ひ
っ
、
あ
ら
す
は

C 

さ
か
の
上
の
大
姫

つ
く
り
た
る
か
つ
ら
そ
わ
か

や
か
も
ち

あ
き
の
た
の
は
つ
ほ
の
か
っ

(
第
五
・
三
一
六
二
、
六
三
)

玉
ゆ
へ
に

そ
の本人
を丸
くゥ
りラ
を

富み

手?ま
=ほ
ーし
九
六み人

よち丸
つ

主;:

つ
る
き
た
ち

身
に
そ
ふ
い
も

ま
す
ら
を
や

こ
ひ
て
ふ
も
の

第2
五ふ
れ
ヱて
四
三み主

7Z 
三ん
五し
ーな

吾
之

警空
大
早娘
田秋
之稲

雪語
、大

害程
護禁
酋湾、

冒持

乍歌

師首

護
世
互王

背

大
伴
宿
祢
家
持
報
贈
歌
一
首

日
吾
妹
児
之
業
跡
造
有
秋
田
早
穂
乃
蓮
難
見
不
飽
可
聞

(
巻
八
・
一
六
二
四
、
二
五
)

日
海
神

印
海
神

61 
晒

位
鯛
万

臼
創
万

手
纏
持
在

玉
故

石
浦
廻

潜
為
鴨

持

在

白

玉

見

欲

千

遍

告

潜

為

海

子

(
右
十
五
首
、
柿
本
朝
巨
人
麻
自
之
歌
集
出
)

(
巻
七
・
一
三

O
一、

O
二
)

-134-

鼻
乎
曽
嘘
鶴

身
副
妹
之

恩
来
下

創
万

身
か
侃
副
流

大
夫
也

懲
云
物
乎
忍
金
手
武

(
巻
+
一
・
二
六
三
五
j
三
七
)

所
遺
鴨
将
死
線
砦
回
不
有
者

諸
兎
之
於
荷

去
鰯
而



d

(
か
さ
)

臼
か
き
つ
は
た
さ
〉
ぬ
の
す
け
を

に
と
し
そ
へ
に
け
る

日
お
し
て
る
ゃ
な
に
は
す
か
〉
さ

ん
か
さ
な
ら
な
く
に

e

夏

以
山
人
こ
と
は
な
つ
の
〉
く
さ
の

た
っ
さ
は
り
な
は

訂
こ
の
こ
ろ
の
こ
ひ
の
し
け
く
て

を
い
し
く
か
こ
と

か
さ
に
ぬ
ひ

き
ん
日
を
ま
つ

を
き
ふ
る
し
の
ち
は
た
か
き

(
第
五
・
三
四
五
六
、
五
七
)

し
け
く
と
も

い
も
と
我
と
し

夏
く
さ
の
か
り
そ
く
れ
と
も

(
第
六
・
三
五
五

O
、
五
二

せ

り

左

大

臣

た

ち

は

な

の

も

ろ

へ

ω∞
あ
か
ね
さ
す
ひ
る
は
た
〉
に
て
ぬ
は
た
ま
の
よ
る
の
い
と
ま

に
つ
め
る
せ
り
こ
れ

返
事

ωま
す
ら
を
と
お
も
へ
る
物
を

せ
り
そ
っ
み
け
る

た
(ち
第は
六き
て

八か
六き
ーはヒ命
Jの婦
六た
二ゐ

臼
垣
津
旗

仲
立
'
原
縫

開
沼
之
菅
乎

将
著
日
乎
待
井
小

年
曽
経
去
来

「

Dし
戸

J
問
刀
口
竹

ハ
h
u
rロH
P

ロU
H

難
波
菅
笠

後
者
誰
将
著

(
巻
十
一

置
古
之

笠
有
莫
園

・
二
八
一
八
、

九

船
人
言
者

妹
与
吾
師

夏
野
乃
草
之

繁
友

携
宿
者

mw
廼
者
之

懲
乃
繁
久

夏
草
乃

苅
掃
友
生
布
如

(
巻
+
・
一
九
八
三
、

八
四
)

phu 

q弓
U

噌

E
よ

天
平
元
年
班
田
之
時
使
葛
城
王
従
山
背
園
贈
薩
妙
観
命
婦

等
所
歌
一
首
副
芹
子
週
。

槌
安
可
祢
左
須
比
流
波
多
々
縛
豆
奴
婆
多
麻
乃
欲
流
乃
伊
万
末

仁
都
責
流
芹
子
許
礼

薩
妙
観
命
婦
報
贈
歌
一
首

印
麻
須
良
乎
等
於
毛
倣
流
母
能
乎
多
知
波
吉
正
可
午
波
乃
多
為

午
世
理
曽
都
美
家
流

右
二
首
、
左
大
臣
讃
レ
之
云
か
。
制
印
刷
川
J
，

(
巻
二
十
・
四
四
五
五
、
五
六
)



(
す
け
)

叩
大
宮
の
み
か
さ
に
ぬ
へ
る

こ
と
な
き
わ
き
も
こ

れ
す
か
の
ね
の
ね
ん
比
い
も
に

ろ
お
も
ほ
え
ぬ
か
も

g 

(
ふ
ぢ
)

η
藤
な
み
の
か
け
な
る
う
み
の

花
と
こ
そ
み
れ

h 刀
た
こ
の
う
ら
の

み
ぬ
人
の
た
め

あ
り
ま
す
け

あ
り
つ
、
み
れ
と

こ
ひ
ん
か
も
う
ら
お
も
ふ
こ
〉

(
第
六
・
三
九
四
二
一
、
四
四
)

そ
こ
き
よ
み

し
つ
む
い
し
を
も

そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ
藤
波
を
か
さ
し
て
ゆ
か
ん

(
第
六
・
四
二
三
八
、
三
九
)

(
な
し
)

丸
紅
葉
は
の
に
ほ
ひ
は
し
け
し

お
い
て
か
さ
、
ん

布
つ
ゆ
し
も
の
さ
む
き
ゅ
ふ
へ
に

つ
ま
な
し
の
木
は

り

か
は
あ
れ
と

ま
つ
な
し
の
木
を

た
え
か
ね
て
う
つ
ろ
ひ
に
け

(
第
六
・
四
二
六
六
、
六
七
)

初
王
之

御
笠
伝
縫
有

在
間
菅

九
菅
根
之

敷
妹
か

懲
西
益

ト
思
而
心
不
所
念
亮

(
巻
+
一
・
二
七
五
七
、

η藤
奈
美
乃

流

影
成
海
之

守
大
伴
宿
祢
家
持
o

n多
枯
乃
滞
能
底
左
倍
か
保
布

見
人
之
為次
官
内
忌
寸
縄
麻
目
。

引
け
黄
葉
之

丹
穂
日
者
繁

百
露
霜
乃

秋
風
丹

黄
葉
伝
来
毛
妻
梨
之
木
者

(
巻
十
・
二
一
八
八
、

寒
タ
之

有
管
難
看

底
清
美

之
都
久
石
乎
毛

藤
奈
美
乎

事
無
吾
妹

加
射
之
島
将
去

五
八
)

珠
等
曽
吾
見不

136 -

(
巻
十
丸
・
四
一
九
九
、

0
0
)

然
軒

妻
梨
木
乎

手
折
可
佐
寒

八
九
)



77 76 
残我 には
りそ る(
たタのすいのも
る、もてそ、
か 〉たの)
もす iH 
も いく
もれ
のな
はゐ
なに
かほ

ふ

ほ
〉
か
し
は

花
わ
か
せ
こ
か
さ
〉
け
て
も
た
る

か
あ
を
き
か
さ
に
は

k 乃
す
へ
ら
き
の
と
ほ
に
み
よ
/
¥

ふ
そ
こ
の
ほ
〉
か
し
は

81 80 
ひ打ら梅
すなすの(
なひ はう
くき鴛なく
ものひ
春こさす
さゑけ)
りる
くお
れ 制か
はへ

も
‘
の
は
な

し
た
て
る
み
ち

や
か
も
ち

に
は
に
ち
る
は
た
れ
の
い
ま
た

(
第
六
・
四
二
七
一
、
七
二
)

ほ
〉
か
し
は

あ
た
に
も
に
る

は
や
ふ
せ
り
さ
け
の
む
と
い

(
第
六
・
四
三

O
玉、

O
六
)

(
あ
か
ひ
と
二
首
)

い
ゑ
し
あ
れ
は
と
も
し
く
も
あ

青
柳
の
え
た
く
ひ
も
ち
て
う
く

(
第
六
・
四
三
八
五
、
八
六
)

天
平
勝
賓
二
年
三
月
一
日
之
暮
眺
'
一
一
曙
春
苑
桃
李
花
作
二
首

花
春
苑
紅
か
保
布
桃
花
下
照
道
か
出
立
憾
嬬

打
吾
園
之
李
花
可
庭
か
落
波
太
札
能
未
遺
在
可
母

(
但
此
巻
中
不
レ
儒
一
作
者
名
字
一
徒
録
-
年
月
所
処
緑
起
者
、

皆
大
伴
宿
祢
家
持
裁
作
歌
調
也
)
(
巻
十
九
・
四
一
三
丸
、
四

O
)

見
二
挙
折
保
賓
葉
歌
二
首

花
吾
勢
故
我
捧
而
持
流
保
賓
我
之
婆

講
師
僧
恵
行
。

青
蓋

巧

t
q
J
 

噌，A

安
多
可
毛
似
加

乃
皇
神
祖
之

我
之
波
守
大
伴
宿
祢
家
持
。

射
布
折

此
保
賓

酒
飲
等
伊
布
曽

遠
御
代
三
世
波

(
巻
二
+
・
四
二

O
四、

O
五
)

別
梅
花

開
有
岳
遺
か

家
居
者

乏
毛
不
有

鴛
之
音

剖
春
震

青
柳
之

枝
味
持
而
鷲
鳴
毛

(
巻
+
・
一
八
二

O
、
二
二

流
共
ん
小



m

(
ほ
と
〉
き
す
)

ほ
と
;
さ
す
こ
ゑ
き
く
お
の
、

お
と
の
と
も
し
き

も
の
〉
ふ
の

こ
か
け
に

い
は
せ
の
も
り
の

位
時
鳥
き
な
き
と
よ
ま
す

は
ま
し
物
を

お
橘
の
は
な
ち
る
さ
と
の

日
し
そ
お
ほ
き

お
は
た
の
ひ
ろ
せ

秋
風
に
あ
き
ち
さ
け
れ
や

時
，鳥

今
も
な
か
ぬ
か

山
の

う
の
は
な
と

と
も
に
や
こ
し
と

大

伴

大

納

言

ほ
と
〉
き
す
か
た
ら
ひ
し
つ
h

鳴

(
第
六
・
四
国
一
四

1
一
七
)

小
治
田
贋
瀬
王
塞
公
鳥
歌
一
首

季
公
烏
音
聞
小
野
乃
秋
風
か
芽
開
札
也
撃
之
乏
寸

【
一
四
六
九
は
省
略
|
|
六
帖
に
な
し
】

万
理
官
十
A
2欽
二
首

物
部
乃
石
瀬
之
社
乃

と

塞
公
鳥
今
毛
鳴
奴
香
山
之
常
影
伝

【
一
四
七
一
は
省
略
|
|
第
六
・
四
二
三
七
}

式
部
大
輔
石
上
堅
魚
朝
臣
歌
一
首

位
塞
公
鳥
来
鳴
令
響
字
乃
花
能
共
也
来
之
登
間
麻
思
物
乎

右
、
神
亀
五
年
戊
辰
、
大
宰
帥
大
伴
卿
之
妻
大
伴
郎
女
遇
レ

病
長
逝
書
。
子
レ
時
、
勅
使
ト
式
部
大
輔
石
上
朝
臣
堅
魚
遣
一

大
宰
府
一
、
弔
レ
喪
一
井
賜

t
物
也
其
事
既
畢
、
騨
使
及
府
諸
卿

大
夫
等
共
登
J

記
夷
城
一
而
望
遊
之
日
、
乃
作
此
歌
。

大
宰
帥
大
伴
卿
和
歌
一
首

お
橘
之
花
散
里
乃
塞
公
鳥
片
態
為
乍
鳴
日
四
曽
多
寸

(
巻
八
・
一
四
六
八
、
七

O
、
七
二
、
七
=
一
)
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【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。


